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オスラーにはなれないけれど，
オスラーの心から学ぶ

私が書評を書くに相応しい人間かどうかわからない
が，開業医の立場から解説する．ウィリアム・オスラ
ーの『平静の心─オスラー博士講演集(Aequanimi-

tas)』(医学書院，2003)は名著であるが，難解であ
る．精読したいとは思うが，数ページで挫折してしま
うのは私だけではないかもしれない．3人のオスラリ
アン(オスラー伝道医師)が，わかりやすく実例を交え
て解説し，臨床現場で平易に活用できる一冊としたの
が，『こんなときオスラー─『平静の心』を求めて』
である．

8つの大きな見出し(「臨床上の葛藤─医師と患者の
はざまで」「日々の勉学の中で」「教師と生徒」「進む
べき道への迷い」「理想の医師像を求めて」「人生と平
和と愛と」「付録」「オスラーの生涯と言葉」)で構成さ
れ，いつでも，どこからでも，気になったところから
読める．臨床に悩んだときに探しやすい構図になって
いる．この厚さなら軽いので寝転んでも読めるし，急
患が来たら，読み止めることもできる．もうあなた
は，『平静の心』を仮眠用の枕にしなくてもよいので

ある．なんて斬新な試みだろう．
中身は，オスラーのクリニカルパールが満載であ
る．教養を身につけ，医師としてだけでなく，人とし
て成長せよ．病気が相手ではなく，人が相手である．
医療は病になっている人を診ているのであって，病気
を治すのが先ではない．可能であれば，医学教育にも
携わりなさい．著者の心の豊かさと深さ，厳しさが随
所に垣間見える．オスラーにはなれないけれど，オス
ラーの心を知り，わが身の姿勢を正すことはできそう
である．
『こんなときオスラー』というタイトルではあるが，
いつも側に置いて欲しい，「どんなときもオスラー」
が一緒にいて，貴方に語りかけてくるだろう．ひょっ
とすると，貴方の医師人生を変える書籍かもしれな
い．
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